兵隊が 行軍して いる 途中から この 歌の 魂が ピ— タ— パ 

ンの 幽霊の ような 姿に 移って 横にけ し 飛んだ と 思う と、 

やがて 流浪の民の 夜営の たき 火の かたわらに かなでら 

れる ヴァイオリンの 弦の しらべ に 変わる。 この 音の 流 

れて 行く末に シャト —の バルコニ— が 現われて 夢見る 

ような 姫君の やるせない 歌の 中に この 同じ 主題が 繰り 

返さる る。 そうして 最後の リフレ ー ンで 「ィ ズン 

テ イット. ロマ ー ン」 まで 歌つ た 最後の 「ティ ック」 

の 代わりに 、パルコ ンの 下から 忍びよ る ド- サヴィ ニヤ 

ク 伯爵の 梯子が 石 欄に 触れる 「ティ ック」 の 音 を 置き 

換えて ある。 ばかげ ている ようで あるが、 この 音で 夢 



リュ— ドの形 をな している。 むつ かしゃの 苦虫の 公爵 

が 寝床の 中で この 歌 を 始める。 これが ヴ アレン ティ— 

ヌ 夫人、 ド. ヴァレ —ズ 伯爵、 ド. サヴィ ニヤ ク 伯爵 

で，？ ま 

へ と 伝播す る。 最後の 伯爵の ガス 排出の 音から ふざけ 

半分の ホルンの 一 声が 呼び出され、 この ラッパが 鹿 狩 

そうか い 

りの ラッパ に 転換し て 爽快な 狩り場の シ — ンに 推移す 

るので ある。 あばれ 馬の あばれ 方 は 愉快で あるが、 鹿 

の 走り 方 は 少しお かしい。 あれ は 追わる る 鹿で はない。 

モ ー リスが 馬と 「話し合いで 別れて」 鹿と 友 だち になつ 

ている ところ は 傑作で ある。 「静かに お帰りく ださい」 

かりうど 

で 引き上げる 狩人た ちの スロ ー モ ー シ ョ ンは 少し 薬が 



である。 これ を 聞いて 帰宅して 晚に 寝ようと すると、 

まくら 

枕 もとの 時計の 音が 「カツ チン、 コッ チン、 カツ チン、 

コッ チン、 ナツ シン. バッ タテ— ラ」 という ふうに 聞 

こえた くらいで ある。 

最後の 汽車と 騎馬との 追つ 駆け は、 無音 映画と して 

ちんとう 

は あまりに 陳套な 趣向で あるが、 しかし あの 機関車の 

音と 画像と、 馬の ひづめの 音と 足搔 きの 絵との 加速度 

的な フラッシュ • バックに はや はり ちょっと すぐに は 

まねので きない 呼吸のう まみが あるよう である。 

この 映画 は 一 面に はこうした 音楽 的な 構成に おいて 

いろいろな 試み をして いる。 この 点に おいて この 映画 



の 創作者 ル ー バン • マム ー リア ンは 一 つの 道楽 をして 

ひとりで 悦に入つ ている 感が ある。 しかし また 一面に 

おいて は 常設館の 常 顧客で あると ころの 大衆の 期待に 

応ずる ような 手ごろの 材料 を かなりに 盛り だくさん に 

あんばい する ことに 骨 を 折った ようで ある。 たとえば 

ド • ヴァレ —ズ 伯爵が けしから ぬ 犯行の 現場から 下着 

のままで 街頭に 飛び出し、 おりから 通りかかった マラ 

ソン 競走の 中に 紛れ込み、 店先の 値段 札 を 胸に おつつ 

けて 選手の 番号に 擬 する ような、 卑猥で あくどい 茶番 

は ヤン キ ー 王国の 顧客に は ぜひとも 必要な もので あろ 

う。 また 後莛林 中の 夜の ラヴ シ ー ンは シュヴ アリエ - 



しかし この 映画 はまた まさに そういう 点から 見て、 

未来の 音 映画の 進化の 径路 を 暗示す る ものと 思われる。 

この 映画の 傾向 を 次第に 発展 させて 行けば 結局 は 日本 

はいかい れんく 

固有の 俳諧 連句 を 視覚化し たような ものに 近づいて 行 

くで あろうと 思う。 私 は 日本の 一 流の 映画 家、 音楽家、 

せんべ ん 

俳人が 力 を 合わせて、 西洋人に 先鞭 をつ けられな いう 

ちに、 一 日 も 早く オリジナルで 芸術的で しかも 大衆 的 

に おもしろい 俳諧 連句 的 映画の 創作に 着手す る 事 を 切 

望す る ものである。 

(昭和 七 年 十 一 月、 キネ マ 旬報) 
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